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本
工
事
は
、原
塩
入
荷
桟
橋
の
老
朽

化
に
伴
う
桟
橋
の
新
設
工
事
で
あ
る
。桟

橋
の
新
設
は
、搭
載
す
る
荷
役
機
械
の
納

入
時
期
に
合
わ
せ
て
約
二
年
の
工
期
で

完
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。し
か
し
、

桟
橋
上
部
工
に
お
い
て
従
来
の
現
場
打

ち
工
法
を
採
用
す
る
と
完
成
ま
で
に
四

年
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、大
幅
な
工
期
短

縮
が
求
め
ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
、工
期
短
縮
と
経
済
性
の
両

立
を
実
現
す
る
た
め
に
桟
橋
上
部
工
に

R
C
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
工
法
を
採
用
す
る
こ

と
と
し
た
。た
だ
し
、原
塩
の
安
定
供
給

を
確
保
す
る
た
め
荷
役
の
停
止
期
間
内

（
八
日
間
×
二
期
）に
桟
橋
上
部
工
の
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
架
設
を
完
了
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、延
長
二
四
〇
㍍

の
桟
橋
上
部
工
を
僅
か
一
二
部
材
に
分

割
し
た
大
型
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
フ
ラ
ッ
ト
ス

ラ
ブ
で
構
築
す
る
も
の
と
し
た
。一
部
材

あ
た
り
の
ス
ラ
ブ
寸
法
は
延
長
約
二
〇

㍍
×
幅
三
〇
㍍
、重
量
約
一
、六
〇
〇
㌧

で
あ
り
、桟
橋
上
部
工
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

部
材
と
し
て
は
前
例
の
な
い
大
き
さ
で

あ
る
。従
来
、桟
橋
上
部
工
に
は
梁
ス
ラ

ブ
構
造
が
用
い
ら
れ
る
が
、こ
れ
を
フ

ラ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
構
造
と
す
る
こ
と
で
製

作
時
の
底
型
枠
と
支
保
工
を
な
く
し
、製

作
工
期
を
約
三
〇
%
短
縮
で
き
る
。し
か

し
、フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
構
造
を
採
用
し
た

場
合
、上
部
工
の
自
重
が
増
加
す
る
こ
と

で
地
震
時
の
慣
性
力
が
大
き
く
な
る
。そ

こ
で
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
内
部
を
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
で
中
空
化
し
た
中
空
フ
ラ
ッ

ト
ス
ラ
ブ
構
造
を
採
用
す
る
こ
と
で
地

震
時
の
安
定
性
を
確
保
し
た
。

　
ま
た
、産
官
学
で
杭
頭
接
合
及
び
部

材
間
接
合
に
関
す
る
技
術
開
発
を
行
い
、

大
型
模
型
実
験
に
よ
り
接
合
性
能
の
確

認
を
行
っ
た
。鋼
管
杭
と
の
杭
頭
接
合
に

は
新
し
い
設
計
法
を
用
い
て
杭
頭
固
定

度
に
優
れ
た
鋼
管
方
式
を
採
用
し
、部

材
間
接
合
に
は
重
ね
継
手
に
替
え
て
ダ

ブ
ル
ス
ク
エ
ア
継
手
を
採
用
す
る
こ
と
で

鉄
筋
同
士
の
接
触
損
傷
も
回
避
し
て
い

る
。

　
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
工
法
を
採
用
し
た
場

合
、一
般
的
に
工
期
は
短
縮
さ
れ
る
一
方

で
、コ
ス
ト
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、本
工
事
で
は
、R
C
中

空
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
を
採

用
し
て
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
の
大
型
化

を
図
る
こ
と
で
、工
期
を
五
六
％
低
減

す
る
と
同
時
に
、作
業
人
工
の
二
七
％

低
減
、建
設
コ
ス
ト
の
一
一
％
低
減
も

実
現
し
て
い
る
。本
工
事
は
、産
官
学
が

協
働
し
、新
し
い
着
想
で
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
部
材
の
V
F
M（
V
a
l
u
e 

F
o
r 

M
o
n
e
y
）を
向
上
さ
せ
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
、日
建
連
表
彰
土
木
賞
に
値
す
る

も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

受
賞
理
由

1. 部材製作工期の短縮
2. RC中空フラットスラブ製作状況
3. 杭頭接合及び部材間接合技術の開発
4. 本プロジェクトの効果

55

詳細や他の写真などは
左記の二次元コードから
Webページにアクセスして
ご覧ください。
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三ツ子島埠頭 第三桟橋新設工事 
概要
● 所　在　地　広島県呉市音戸町渡子2-24-1
● 施設管理者　三ツ子島埠頭㈱
● 設　計　者　五洋建設㈱
● 施　工　者　五洋建設㈱
● 関　係　者	 ㈱㈱海上･港湾･航空技術研究
	 所 港湾空港技術研究所、
	 ㈱東京工業大学、大新土木㈱、
	 深田サルベージ建設㈱、
	 パシフィックコンサルタンツ㈱
● 着　工　日　2021年7月1日
● 竣　工　日　2023年8月31日
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（正負交番載荷試験） （曲げ載荷試験）
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